
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 
都道府県名 京都府 

 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 京都府亀岡市立大井小学校 
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ １ １９ 
児童数 ９８ １０８ ８４ １０９ ８８ ８１ ２ ５７０ ３６ 

 
 
Ⅱ 研究の概要 
 
１．研究主題 

確かな学力の定着と学びの楽しさがわかる児童の育成をめざして 
――― 感じ、考え、実感する理科学習の展開 ――― 

 
２．研究内容と方法 
（１） 実施学年・教科 

実施学年 → 第３学年、第４学年、第５学年、第６学年 
実施教科 → 理科（京都夢・未来校の指定に合わせて決定） 

 
（２） 年次ごとの計画 

平 
成 
14 
年 
度 

○ テーマ 
学習指導要領等の指導内容についての理論研修を深め、個に応じた指導のための指導
方法・指導体制の研究を進め、理科教育を推進する環境を整える。 

 
○ 研究内容・方法 
・研究の基礎づくり 
研究体制の立ち上げ（主題・指針・児童像・全体計画・年次計画・指導計画等） 
教材の分析（学習指導要領・教科書内容の研修、重点単元の設定） 
実技研修の実施 
児童に対する学力調査・意識調査の実施 
先進校視察 

・指導方法の研究開発 
少人数授業、習熟の程度に応じた授業の研究と実践 

・教材・教具の開発 
重点単元における発展的及び補充的な学習の指導計画の作成 

・評価規準・評価方法についての研究 
重点単元の評価規準の作成 
重点単元の評価表の作成 

・地域連携による理科教育推進 
理科的イベントの開催 
自然マップ作成のための調査 

・研究の普及 
ホームページの作成 
実践発表会の開催 

 



平 
成 
15 
年 
度 

○ テーマ 
個に応じた指導のための指導方法・指導体制を検証し、指導と評価の一体的な推進を
図り、理科教育の充実に努める。 

 
○ 研究内容・方法 
・研究の基礎固め 
研究体制の確立（全体計画・年次計画・指導計画等） 
教材の分析（指導要領・教科書内容の研修、重点単元の設定） 
実技研修の実施 
児童に対する学力調査・意識調査の実施 

・指導方法の研究開発 
少人数授業、習熟の程度に応じた授業の研究と検証 

・教材・教具の開発 
重点単元における発展的及び補充的な学習の検証 

・評価規準・評価方法についての研究 
重点単元の評価規準の検証 
全単元の評価規準の作成 
評価を生かした授業の実践研究 

・地域連携による理科教育推進 
理科的イベントの開催 
自然マップ作成 

・研究の普及 
ホームページの作成 
研究発表会の開催 

 

平 
成 
16 
年 
度 

○ テーマ 
個に応じた指導のための指導方法・指導体制を確立し、指導と評価を一体的に進め、
確かな学力の定着と学びの楽しさがわかる児童を育てる。 

 
○ 研究内容・方法 
・研究の土台 
教材の分析 
実技研修の実施 
児童に対する学力調査・意識調査の実施 

・指導方法の研究開発 
少人数授業、習熟の程度に応じた授業の確立 

・教材・教具の開発 
発展的及び補充的な学習の確立 

・評価規準・評価方法についての研究 
全単元の評価規準の検証 
全単元の評価表の作成 
評価を生かした授業の実践研究 

・地域連携による理科教育推進 
理科的イベントの開催 

・研究の普及 
ホームページの充実 
研究発表会の開催 

 
 



（３） 研究推進体制 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜授業研究＞ 
重点単元（各学年学期１単元）の研究授業 
年間指導計画の検討 
評価方法・評価規準の工夫改善 

＜環境整備＞ 
理科コーナーの設置 
地域連携による理科体験の実施 

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 
１．研究の成果 
学力診断テストの結果から 
「自然事象への関心・意欲・態度」において、平成１４年度より４．６ポイント改善した。 
「科学的な思考」において、平成１４年度より１．２ポイント改善した。 

 
意識調査の結果から 
「理科が好き」と感じている児童が、平成１４年度より１５％増えた。 

 
指導方法の工夫と改善 
児童の興味・関心に応じた授業や習熟の程度に応じた授業の実践を進めたことにより、児童
が主体的に学習できる場が設定できた。児童が主体的に学習することにより、児童の興味・関
心が向上し、児童の学力の向上につながった。 
 
評価方法の工夫改善 
毎時間の評価規準を作成したことにより、学習の過程における評価が的確にできるようにな
った。児童の学習状況が把握しやすくなり、学習指導に生かすことができた。 

 
地域連携による理科教育 
「体験すること」をキーワードに地域と一体となった取組ができた。その取組の中で、遊び
を通して身近な科学事象に興味を持つ動機づけができた。 

 
２．今後の課題 
継続的な実践 
時間割編成の工夫、学習の場を確保する工夫を進め、継続的に実践する。 

 
評価規準の検証 
作成した評価規準の検証を進め、指導と評価の一体化をさらに深める。 

校長 教頭 研究推進委員会 全体会

授業研究 

環境整備 



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 
 

定期的な学力調査の実施 → 年１回６月、４～６年生で実施 
定期的な意識調査の実施 → 年１回６月、２～６年生で実施 

 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
 
学校公開 
日 時   平成１５年６月２８日 
場 所   亀岡市立大井小学校 
対 象   大井小学校ＰＴＡ 

 
実践報告 
日 時   平成１５年７月３０日 
場 所   京都府総合教育センター北部研修所 
対 象   府内小学校教諭 

 
理科研究発表会 
日 時   平成１６年２月６日 
場 所   亀岡市立大井小学校 
対 象   小・中学校教諭 

 
ホームページの作成 

http://www1.kyoto-be.ne.jp/ohi-es/ 
http://www.el.city.kameoka.kyoto.jp/ohi/ 

 
 
 
 
 
 

 
【新規校・継続校】   □１５年度からの新規校   □レ１４年度からの継続校 

 
【学校規模】      □６学級以下      □７～１２学級 

□１３～１８学級    □レ１９～２４学級 
□２５学級以上 

 
【指導体制】      □レ少人数指導      □レＴ．Ｔによる指導 

□一部教科担任制    □その他 
 
【研究教科】      □国語   □社会   □算数   □レ理科 

□生活   □音楽   □図画工作 □家庭 
 
【指導方法の工夫に関わる加配の有無】   □レ有    □無 
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